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封 す る殺虫効 果との関 係′こコ
了 .＼ 一博 粉性物質の軸 効果欄 する研究i
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動物に即 再に投輿しても何垂ら中郡 那 をも
起さしめない稚 々の珪酸盟類の似粉が昆由た封 t*

て殺虫効果の･ぁることIがkfられてゐるが,その殺

虫作用短靴 ?～,ては未だだ祝はない･然しこり

やうだ作用の.b'る微粉の多く･は例(ば珪藻土,.無

永珪酸,敢鹿 土･1.べ千け イ 亘 ?ル?等細

工葵化嬰方面に激し七偶嬬或岬 椎の櫓離 して

用め れ七ゐる物質であって,_.ふゥれも列常在吸

着性に富む熟姑 息いては活性陵のiu''て敵 ,もの,I ＼I
であ畠が;イ略 反願の速度に霊夢な影響を由ぐで

おきながらその前後に於いて,尿膜生成物とは仝
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h･5-野性衷索についで とP洪化珪素に殺虫効畢 一丁･(?)(1OI

Jあぁる事即 判 明し牽とそは予が押紙報告 もてお.､

･いた･ ･J･(11ヽ ′ L ＼､~･l

/rl､そもそ摘 化琴 は SiF墾 秦ネ式を 甘ち･(

盛砂と骸異とLの混合物を電気娃中で融解して製造

する極めて硬度の高い療品性瑚質であっ七,文一 ＼
ヽ I

~l名カーギア./ダムとも稀し工業的たな人造研研剤

､..としで精密機械の研弧 仕上作業に快くちとが 申

パ 釆なら.申 牢朗 相 性鹿 として葦墜 劾桓
ヽーも,T3微粉性物質のなかには枯卓''珪藻土'琴研磨

周 と､ーし七の用途をも有して準もことは準意すべき
である.､ ' ･､ -･･

く無関係に天白随rtは何等甲襲化もみられす化笹 ,∫′
的に不活性でb'るため 了之撃の物質を'地線して併 一･

町 活性準 '軍pfg轡 や･ 上 J... '∴
LL､;そして之等の物質の昆虫に封する.殺虫現教に?～

いてはドイツの写aci完蒜 始めて気付Vlたものと

して.-ZRChcr潮見･,と柄へてゐ'iヵさ,しかしな_し

∫llh:ら亘毎 墾 何は 墾 なって桓 轡 見さFt.:

仁 たので隼なくて,洋の東西を甲はす,農村漁村に ∴
於いて可成 が古い時代から人々力堀 が付Jてゐた ･

I (のくT)二 (g)
( もので,特に穀衣類や鰹節斯執 長期にわたって.

/ 貯蔵する食品P苦虫防除に貰際蔭用されてきたこ

,とは明かな姉 と言上 も･.I＼
さて予は従来この方同甲研究に伏せられ考諸有

効総画穫物質あなかで,無水抜放と活性A･末とが

夫 堺々河に用ひても相常の殺虫効果があることか

妨ぢ察し七之-S同者を榊成するTc試同志の化合岱

-ぺ･還 禁 禁 冨慧 慧 冒認 呈望諾霊芝雷警警 J

l

▲ヽ.他の10数確の微粉性物質と共に貯政教粉の最大等-

, 虫たるコクヌス.トlモ ドキTriboliumferrugineum

FaQricius′に対して貰験を行った結果･珪酸ゲヽヽ
＼ 一一

【防郵 曙 ,7･8L;9戸 5-48(1947)コ
. ＼ ＼′

Iq II

i 一′ ､ ＼

寸 は.%あaJ,微粉の粒鹿がIt確転判明LITCゐ畠

茨化珪累の飯粉末を入手出来た句で ,･卿 ヒ珪索uj

痕噂と殺虫効果との関係を知らん阜欲し若干の驚＼
除を朽ちたので,rここPtそゐ結果を報宙する了 /､
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伶本質如 G9,m'諾,bh'inu';,3'.武后 ･官Bl';り原品 ', 九 .こ､

†

(T) . I
長得等の興味挙る研究に多大の利和を輿へ,られた

七とが胡機と-なってゐ畠と-とmVi七之等先学に

!､濁 し敬意を潮ふもあせある･ 十

甘.㌧
*控除に供した.I芸

駿 材料 及 方 法 ､,
＼

化鎌第の伐粉は不二見工渠株

∴武郎 埋 緑色卿ヒ珪靭 脚 (GC).で,pB調は淡線/'J,

､衣色,椅子状光滞をもち之を由微領下に検すれば ､･

無色又は弼色の極めて不規則な鋭角突起の多い戎 :.

に不溶性の戟粉か･ら成立つ壱ゐるとと示わかる'...

･∴- そあ表示空 と堅 叩 軸 組如 如 甲

灘 √野 :を苧成如 しや ｡鳥 -* 粉あ苧均
虞比.重は3こ20であ盲.叉該砥粒には粒慶 一#2L410

由 子の平均直径0.b67mm)′よか粒度#3000(敬子の

軸 鴨 0･005tnT)丘 で合計1噌 類q)銘柄がある

･.･が,本質験締 'vlj はそのなおから鹿 に6惣 一
ゐ耶 絶 ､ぇ古び,試験昆串として政党に予の研乱

､ 一 ･ - 1 45 ./

､ ′ l
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に:よってその生態が明らかにされたコ̀3_ク ノ ウ､

J Cilapdras?sakiiTakahyhfを- ,,之に封耳､-I
I･'･る殺富野晃の程度をみたのせぁ､る:今参考のため

'' 二 g.よ: '1

cab+hlgO
/

Biをl鼓等
9ー J

本質験に用ひた異化珪素砥妬め粒度と粒子の平均

直酌 示せば第ほであや･/ t ILil:_ r
I＼1 ､ 了 J第 2表
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粒 手 の 甲 申V荘挺r
､ー0･957土0.903tntn

耶 oo I o･034士0･001

./#1000 日 ､o･016j=0･001′1/ ■J､

♯liOO･+卜 ､′ ▲0･010土0･007

♯3000 ′卜 0.005士0.004

ノ

I.lI-:.L霊芝登芸怒 葦 悪霊芸 票3諾 課 .1
I-.を各上60gr入れて'之にか_hlて28yoCの恒湿器申

I ..に玄米を以つ七索代飼育し蕪 vl.た苧ヲクゾウ.? ･

巨 `成虫は AIOO由 後移Lr叫 たJ,煎 感 (a)･
…宕 fi_:-:-I_=L:三 三 三三二号.F'==:?I-_:-.i_三三 l

堰

3000確守.柾類の砥粒を玄米重畳の1PO分の1,'eB,A "/
p準 rううを各繭 瓶嘩 JTて酌 振らて供謁

′′/-.

＼ .一
/

㌧ ′∴ 了 十 ･ 日

'1

■. ヽ-
-只此画 法ア緬 画 数が重なるに鰍 隼 玄米1:

……≡享IIIl-I_-:--::;三三 ~.-_-=ilj -.-3二三::i:--:三三三 Il

畳か次第に減少してゆ,(ことは質駿操作上ヰむを/

得扇 っゝた･本質験や昭和20年8即 5日から4月如 A _.

日たわ声り行う尭ものである.: '- ,
′ ､ ､ ~ ､l､ ` ヽ

･′r ､ ､皿j貿 取 成 統 一 /

一驚放 (a).#化珪素の粒度と殺虫効果との関係.･

洪化珪素の砥粒の粒度t'そのデー?･クザウ､に封如 ･ヽ

第3表 ■､

2'によら七みれば賓放た併した料 地 索砥粒の･､.てp

･うちで長も琴虫効果のあるのは粒子の攻もィ,_さい･l

濁 度#BA0001両 直径0･Qoo;工専 )の砥粒であってI-..､/

''供試虫数の年数を死滅さすのに約1日.,金華即 しi
I.するには2日.を要したJtと.kなも･･以下料 地 静

I?準粒痘度が大き.くな号に従ひコ占>ゾウに封T.
I,-る琴虫効果の程度が城壁Lて甲くことが分る･雑
I

･に平均直鐙16ミクロ′シの砥粒で虚現したものとrqi ･
′

･均直径34ミ窄 亘 砥粒で虚説したものとの問に◆

:;I3,いて殺虫琴泉の差準 拓 殖 好転 あ叩

Jb稜々の粒度の琴粒を以って精しく7畠究して轡 /
較粉末を虫岱及穀粒ytよく.況谷阿房 せしめた. :'l･'!必要があ.る様に恩はれる･

此虚に澄肘 べきはCム溝 巌 結晶性塊 の

選対の麗子i甲大きさの異,D,た徴扱 く極致粒-･FE.醸I.

ヽ

●

/

_

′

ー果琴数 (b)轡 墾 偲平準 町 る琴 革々車軒
-. 合草と殺虫効英との関係をみるためIと質験 (年)に .

:∴ 即 や 異化珪素砥粒呼 ち野 あ剛 卵 ふ重度 ＼′JI
t'#8000の砥琴を玄米東亜pplO',0分叫/30051か ;a

～ ､㌔oo如 1,･700分の㌢/10<00分の1の割合に′蛇合し 二I

三;--,I-I:I:I:-:言三 三 三_'I･-I_.-_:I:=I=i=III:::_-:-;-_:I::≡
･･細目のBr.鉛金網で瓶ビ表徴 ひ;之を生気張度75%

に保ってある､28oC､の恒温辞中におきi潤 後8,0日･∫

霊芝誌 聖賢警憲忘這芝鵠 宗豊 富雷警 雪丁､
I∫

' ァ ゾウの生死掩 別しきLl＼L
/＼ 46

I/

＼ PJ
1I1/＼ / .

｢=J

戟,粗粒)車用払七･グラ3177)′ヤヲク179'Calanldra.,･'/
gTa血ri,a′か クメサIcal'a益dia･oryzac･_に封す･

孟慧男霊芝崇 '望.言冨芸 事霧 蒜 孟芝'′

票 ■慧 諾 禁 認 諾 霊芝芸雪質 芸霊 .

て殆んど質用別 緑.ないと苛宏して狩るが,予の /●

コ＼干､?ゾウに封する封 ヒ珪素の効和 即する本賢

二--_i=::=二 二1-I-LT =三二:-二 二二
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､0.005mふ
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ノ一(了J

0191士0.49日＼_

I.38土0.02

1.60土0.07

2日

,16
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本研兜は予が東京大軍除染病研究祈在耽申行フたも

･冨≡志uD.蒜-B認諾芸霊芝芸芸夏雲警…買讃芸･,. L･
段に肋 紳 たId【畑 Em 果断 学科牲 丸山館ltiIl圭

､ 血こ絹的竹益なる笹糊 言を興やられた革大農嬰部品

/ ∴･虫q!研究蚤のX･兄に御紙申上げる･:t

∴ 三三 菜 王室 書誌
l∴ィ

. 一 ､ .係 ･'襟陰(ヤ轡 いて､

丑と殺虫琴晃とq関

も殺虫効果の火であ

った粒度#80.00.(iF均直径0･.005･tpTq).の琴撃を用
ひて今度は玄米に封する混合割合を奨-て号の臥

成なみか 第4東の如く玄米に封す去混合割合が一I
級するに従Cl.,.:効果が少､くなってココ≡ク･)')甲 ､∴

雪生存軒数が墾 てゆくことカ珍 か.8･･潤 画 合■∴て
1100分の1からqO0分?1●までの訳準位は質験PかJ

' .票 諾!.警霊諾 芸'1農 芸 警 認 諾 ､

亀に於いても何供試虫?半数を廃 滅さすの由 り5

･氏/･全滅さすのに25日と言ふ如き可成勾初発がみ

ら轡 ･,,i･壷 軍 属･を鼠 安華 中 究によ
了 烏 珪藻土の最少有琴混合酎各由 る300分91乃至~

ノ 挙 卵 1恵迄か適 材 る扇 あネ･

:又今第8表に於ける直径 0:034mm砥粒の平均 '

U ､生存日放 (6.01B土0.･711B主な紬 と郡 家に於け `

･ る抵筏0ヾ_005nrh碍管の平均年卵 数 (4lヽ
･ 工 3_叩 )なる伍とは礎めて近併し七居･わ,令
. '拝借 の平毎値占盛の平均誤畠を求めL,之

.との差を比較すると等 ;1･85<8 とな り ･llJ

･岡平均値の間には何等有意義の差か声められす,A

警芸 誓言≡軍票 三笠芸要望書芸諾 妄言霊宝芸

合は100分のlJ後者の与れはさ000分の1である

から砥粒の粒皮を後者b程庇く,らい微細にすれば

＼ 玄米に封する混合丑を前者q約10分の1桂皮に減
1 ノ

_,'らすことが出獅 わけである･.,このことk茂埠にI

､ 貯奴苦虫防除の目的のもとに珪酸雄苅微粉を穀物

中に混合する場合に出和 限 り細かい銀粉準 用

-＼ ノ す岬 混合丑を相常盈節約出来る可由性があるこ

･.土Li:意味する. ＼r l
＼

1
ノ

′

し

ii･茨化珪葵微粉の粒度と殺虫助穴と.o開院妄

像 したのに粒子d大き'Sが繭 と卒去に如 ぬ

効兵は椅大する./粒鹿が 000番 .(&1･の平均直径､′d･oo占I叫 の画 が雨 劾牢が夫で多義 ･

tiI'i･髄 腔#30Po番 (粒子の平準直即 ･005mm)の

砥粒を用ひて玄準に封する混合量と殺虫効果とのtl
関係をみ如 ;,.混合割合 1000分年叱 於七も倍朴

歯の殺虫効如 ミめ ことが判FBILか(/･･'
l I,･./､ ′.

･容 ′考＼文､叡

I(1)如 適 (i9;畑 細 虫あ垂 - ㌢ 上
する研児,約 4報茨イ腔讃砥琴の3占_gゾウ辻野すA

･一る殺虫劾-̂r打,樽見病研究所嬰緬某談婚 表1{5月).Il ･ ､ . ㌔1

,I'2.'S:chi;L･edS'芸 ｡'rtl,?.3:'at･'cr'fabbH,bvi措 edi;siaonf
-
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･､(8)気 藷 (脚 ,:這 走 去 盃●

,叫 ､r節軌 ,47,東京

′ / .･ヽ

軍帽 1
1

′′

･＼ (9)安江安宜L(1945?:･',受晶芋虫の竿態及防除に甲
･で/する研究'第2報コクヌスト干rキに封する珪酸盟

バ ー数微粉の汲虫劾琴･ノ悼栗病研究所塾撃術弟談昏署表

,(6月).- '

/㌦
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1

､ 定 一zbchr.＼atg:W.hnt.,22,読 _68..
I ＼ ∴一 ＼ ､､ I

･(18)武野 吉･早島軍郎,(19il) :米要の虫等防除[:

'斬 る研究 卯 転･LW 顧 ･叩 ,'781･甲･ ∴ -
(1号)原田豊秋 (19:49).=貯殻等申防除剤と:L七の琵由/I
･土た我で~病虫等雄誌,29,383I3'92.I⊥｡Iヽ■-'n-ヽJrつこ▲ヽJq′HJこけlンJJ▲.一IL'm lJ■■●
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